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十四．エンボッサを使用して、メンバーズカードを発行するシステム

●従来、最もよく使用されてきたシステムです。

　メンバーズカードの「浮き出し文字（エンボス加工）」については、お問合せの多いものです。

　通常のカードでは、浮き出し文字の色は、銀色のものが多いようです。

　　①この浮き出し文字を作成する機器が「エンボッサ」です。

　　②また、浮き出し文字の頂部に色を付ける機器を「ティッパー」と呼んでいます。

　　 色を付けることを「トッピング」とも呼んでいます。

浮き出し文字（エンボス加工）を使用したカードは、「高級感」を表現できるので、ご導入のご相談が多いのですが、

比較的高価なシステムに驚かれるようです。

◆基本となる「メンバーズカード発行システム」としては、「エンボス加工」および、「トッピング」、さらに、「磁気

テープへのエンコードができる機能」を備えたものが使用されています。

《エンボッサの概要および価格》

　エンボッサには、概ね３つの種類がございます。順にシステムごとのご紹介をいたします。

　　①パソコン連動システム

　　②電動エンボッサ　＋　電動ティッパーのシステム

　　③手動エンボッサ　＋　電動ティッパーのシステム

　（一）パソコン連動システム　ＤＣ１５０シリーズ

　　　●メンバーズカードを本格的に運用したいお会社様におすすめです。

「メンバーズカード発行システム」を自社で導入されたいお客様には、一番のおすすめです。

　　　「エンボス加工」から「トッピング」さらに｢磁気テープへのデータ書込み｣まで、連続処理ができる機能を備えて

います。　もちろん、パソコンからの入力、発行をしますので、お使い方も簡単です。

また、専用の「カード発行ソフト」も添付されていますので、短時間での導入が可能です。

　　　　＊英字仕様にて　　　　概算　２５０万円[税別]

　　　　＊カナ文字仕様にて　　概算　３００万円[税別]

（二）電動エンボッサ　+　電動ティッパー　

　　　エンボッサとしては、一番多く使用されているシステムです。

　　　　＊英字仕様にて　　　　概算　９０万円[税別]

　　　　＊カナ文字仕様にて　　概算　８０万円[税別]

　　　　＊ティッパー　　　　　概算　３３万円[税別]

　　　　　◇ティッパーリボンの色は、「青・黒・金・銀」からお選びください・　

　　

　　　※一文字ごとに「文字」を選び、ボタンを押すことで、打刻します。

　　　※電動タイプの場合は、エンボス開始位置を自動設定ができます。

　　　※主に、公官庁様では、「印鑑証明カード」等の発行に、使用されています。

　　　　連番のみをエンボス加工するお使い方が多いようです。

※電動タイプの場合は、エンボスの開始行・先頭位置に自動設定されます。

（三）手動エンボッサ　+　電動ティッパー　

　　　本機種は、基本的には、受注生産品となっています。

　　　

　　　　＊英字仕様にて　　　　概算　５０万円[税別]

　　　　＊カナ文字仕様にて　　概算　４５万円[税別]

　　　　＊ティッパー　　　　　概算　３３万円[税別]

　　　　　　◇ティッパーリボンの色は、（青・黒・金・銀からお選びください）　　　

　　　　　※一文字ごとに「文字」を選び、レバーを引くことで、打刻します。

　　　　　※手動タイプの場合は、エンボッサの手前にセットした「見本カード」に位置を合わせながら、エンボス位置を

決め、打刻をします。

●普及型タイプのエンボッサ（電動タイプ・手動タイプとも）の場合、「和文タイプ」や「チェックライタ」、「ダイモ」

などのように、一文字ごとに「文字」を選び、打刻する方式となっています。

　

　　■「パソコン連動システム」の場合には、パソコンより、入力したデータを連続発行する仕様となっています。

《浮き出し文字（エンボス加工）の役割と特長》

　①浮き出し文字は、本来、クレジットカードのご利用に際して、「複写伝票への転記によるカード利用履歴の保存」と

いう目的で使用されていました。

　　最近では、あまり見かけませんが、複写伝票の下にカードを置いて、専用の機器（インプリンタという）で、カード

番号を伝票に写し取っていました。

②最近のレジでは、「クレジットカード」を「磁気リーダ」で読み取る「ＰＯＳ（ポス）システム」の普及によって、

「インプリンタ」が使用されることは、なくなってきました。

　※一部の病院等では、患者さんのお名前などの情報を「検査表」や「薬袋」に写し取って使用する事例が残っています。

　③浮き出し文字は、「オス型とメス型の文字型を咬み合わせて打刻すること」で、作成をします。

　　この為、お使いになれる文字種は、英字（２６文字）と、カナ文字（カタカナ）、数字、および一部の記号に限定され

ます。

　　※また、エンボッサの機器の選定に際しては、文字の収容数に限定がある為、「カナ文字」を使用する機種と、「英字」

を使用する機種を選択して、ご使用いただくことになります。

　　　すべての英字とカナ文字が使用できる機種は、ありません。

　④日本国内では、「ＰＯＳシステム」の普及もあって、クレジットカードや、銀行カードを除きますとエンボッサ等の

利用が減少しています。

「磁気カード」になっていれば、システムへの入力ができますので、一般の会社様やお店などでは、「浮き出し文字」

を使用する場面は、ほとんどありません。

　⑤日本国内での、「浮き出し文字」は、「転記によるカード利用履歴の保存」という本来の役割を終えています。

現在では、主として、「装飾としての機能」を求めて使用されています。

　　※カードイメージに高級感を演出することができます。
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